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［弼1f多℃ノート〕

体制移行期におけるロシア・中央アジア諸国問
　　　　　　　分業関係の経路依存性：試論＊

岩　崎　一　郎

はじめに

　五ヵ年計画制度が正式に放棄され、集権的計画経済体制の抜本的変革が図られた1991年

を旧ソ連圏における市場経済システムに向けた体制移行期の初年度とするのであれば、こ

の歴史的画期は1995年で既に5年をむかえたことになる。この間、ロシアと中央アジア諸

国におけるマクロ経済の悪化は残念ながら克服されないままに終わった。表1によれば、

95年の国内総生産は、これら全ての国で実質マイナス成長を記録したω。また殆どの国で

工業分野における生産と雇用の持続的縮小が認められた。とはいえ、CIS統計委員会の見

解（2）によれば、CIS加盟圏の経済悪化のテンポは工業部門でも沈静化する兆しを示してい

る。また分野によっては、旧ソ連圏から国際市場への販路転換によって再び活性化しつつ

ある部門（例えばロシアのエネルギー産業）もあるとされる。しかし、1990年12月を基準

（100）とした各国の実質工業生産は、95年3月現在でトルクメニスタンが67．9、95年半現

在でロシアが47．4、カザフスタンが62．8、キルギスタンが57。0、タジキスタンが3L7と、

唯一例外であるウズベキスタンG15．8）を除いて、かなりの低水準に留まっており、依然

表1　ロシア及び中央アジア諸国の実質麟内総生産と工：業主要指標の推移（1991－95年）

実質国内総生産（煎年比成長率 ：％） 実質ユニ業生産 （前年度比成長率 ：％）

1991 1992　1993　1994 1995 1991 1992 1993 1994 1995

ロシア △5．0 企14．5　《8．7A12．7 ＆4．2 △8．0 A18．O 企14，i A20．9 《3．3

カザフスタン △5．0 ム11，3▲15．6A18．8 A8．9 《o．9 ム13．8 △14．8 A28．1 ▲8．2

キルギスタン ム7．8 ム13、9ム15．5A20．1 ム6．2 企O．3 ム26．4 A25．3 ム28．0 《玉7．8

タジキスタン ム17．3A12．7 A圭2．4 企3．6 △24．2 △7．8 A25．4 《5，三

ウズベキスタン ム0．5 《11．1　《、2．3　《4．2 ム1．2 L5 企6．7 3．6 1．6 0．2

トルクメニスタン ぐ　「　f

P9「ρ77
7ρP 4．8 《14．9 4．o 《25．0 《6．9

鉦ζ二1二業生雇蓋者価櫟旨数（薄奪隼上ヒ　：イ音） 工業就業者数 （千人）

1991 1992　1993　1994 1995 1991 1992 1993 1994 1995

ロシア 3．4 33．8　10．0　3．3 2．8D 22406．5 21324，！ 208G4．7 18575．9

カザフスタン 2．9 24．7　14．4　23．5 2．4 1561．0 1502．5 13⑪5．畦 12⑪1．3 ユ⑪88．1

キルギスタン 2．6 17．6　　9．3　　3．3 1．4 310．5 299．6 269．6 241．2 205．0

タジキスタン 2．6 14．2　11．8　4．3 3．8 256．5 249．8 219．0 205．4

ウズベキスタン 2．5 14．0　圭2．2　1王．7 9．3 1213．1 圭2⑪2．1 1222．1 llO6．2

トルクメニスタン 3．1 10．9　17，玉　10．1 ユ59．3 154．3 170．6 165．9 165．8

注1）12月のデータによる対比
注2）…：データの欠如
出所：CISSTAT（1996a），　cTp．23，29，31，235，279，365，412，454，490より筆者作成
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体制移行期におけるロシア・中央アジア諸国間分業関係の経路依襟性＝試論

ア諸国聞貿易関係の推移を検討する。II1節では、生産財取引関係の経路依存性を前提にロ

シアの景気変動が中央アジア諸国の工業生産動向に及ぼす影響を論じる。IV節では、経路

依存性の発生メカニズムを理論的に吟味する。そして結語で筆者の結論を要約する。

1　ソ連期における日シア・中央アジア諸国間分業体制の形成一簡単な経緯一

　一定の経済圏を構成する国々の間で如何なる貿易活動がなされるかは、当該国の産業構

造と、産業構造を前提とした域内の分業体調に多くを規定される。世界でも比類の無い強

固な統一的経済圏であったソ連において、各経済地域における産業開発及び共和1落間の分

業体制は「祉会主義的生産力配li蟻（sots｛alistlcheskoe　razmeshchenie　proizvoditelinyh

sil）と呼ばれる政策手法により形成され、計画経済体制により維持・運営された。

　連邦構成地域であった中央アジアに目を転じると、同地域は帝国期よリロシアにとって

有力な原綿供給者であり、この頃からロシア経済と強い関わりを有していた。主に農産品

の交易を中心としたこの時期のロシアとの経済関係は、ソ連編入後、①民族辺境地域にお

ける工業化の加速、②地域間のより均等な工業配遣、③原料・燃料源や消費地への工業の

近接、④国防力強化などのいわゆる「工業配管原則」を基本理念としたソ連政府の開発政

策により、鉱工業分野においても多様化していったことは別稿（1996）でも論じた〔7＞。

　連邦政府による生産諸力の共和国間配t縫は、民族政策的観点から実施された側面があり、

経済性とは別の観点から、対中央アジア工業投資が決定された可能性がDyker（1970）に

より指摘されている（8｝。しかし一方で、経常的な生産活動は、①物流コスト、②原材料・エ

ネルギー供給源および製晶消費地の地理的位羅関係、③近接する地域産業との係わりなど

の条件下で、ノルマチーフの達成を至上命題とする部門別経済省により組織された。この

結果、為替リスクや関税障壁に阻まれない経済環境の中で、連邦共和国という行政区分を

超越した不可分な生産体制が中央アジア地域にも形成される。辱村（ユ993）は、カザフス

タンの共和国問経済関係を言命じた論文で、「旧ソ連の生産企業は独占的な巨大企業であり、

その取引は共和国圏境を越えてコンビナートを形成していた。カザフスタンも圏土が広大

であるため、北部地域はロシアと連結し、南部地域はウズベキスタンやトルクメニスタン

などと連結する傾向があった」と指摘しているがω）、このような指摘も行政区画を超越した

ソヴェト分業システムの典型例として挙げられる。

　更に、次に挙げるソ連の経済システムが有した4つの特徴は、生産力酬醒政策により形

成された共和国闇分業体1ξ1膣域内貿易の、緊密で、国際市場に対して閉じた体系を制度的

に補完する役割を果たしていた。

　（1）大規模國営企業による特定品園の独占的生産と行政機構による資源の一元的分配；

　（2＞　ソ連独自の生産技術や工業規格、企業簿記や経営方法を基盤とした生産体制；

　（3）政府による経済情報の閉鎖的管理；

　（4）諸外国との取引活動に関する厳しい法的制限と行政組織による規制。

　この結果、中央アジアを含めた旧ソ連諸国の貿易構造には、旧コメコン諸圏にも見られ

ないある特徴が観察される。

　表2は、ソ連構成共和国とコメコン及びEU諸国の貿易依存度を比較したWorld　Bank
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表2　ソ連構成共和国、東欧コメコン及び践り諸国の対外貿易依存度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

　対外貿易額の
　対GDP比率　　　域内貿易シェア
貿易全体　域内貿易

ソ連

　ロシア連邦

　ウクライナ

　ベフルーシ

　ウズベキスタン

　カザフスタン

　グルジア

　アゼルバイジャン

　リトアニア

　モルドヴァ

　ラトビア

　キルギスタン

　タジキスタン

　アルメニア

　トルクメニスタン

　エストニア

東欧コメコン諸国

　ブルガリア

　チェコスロバキア

　ハンガリー

　ポーランド

　ルーマニア

EU諸国
　ベルギー

　デンマーク

　ドイツ

　ギリシャ

　スペイン

　フフンス

　アイルランド

　イタリア

　オランダ

　ポルトガル

　連合王国

18．3

29．0

47．3

28．5

23．5

28．9

33．9

45．5

33．0

41．4

32．3

35．9

28．4

35．6

32．9

30．1

23．0

34．／

！9．6

17。6

74．2

32．7

29．8

26．8

19．8

23．3

59．9

20．4

54．4

42．1

26，0

11．1

23．8

4／．0

25．5

20，8

24．8

29．8

40．9

28．9

36．7

27．7

31．0

25．6

33．0

30．2

16．1

10．9

13．7

8．4

3．7

44．5

13．7

14，4

13．3

9．0

13．0

38．9

9．7

34．2

24．6

／0．7

60，6

82．1

86．8

89．4

88，7

85．9

87．7

89．7

87．7

88，6

85．7

86．5

goユ

92．5

91．6

53．4

47．2

40．3

43，／

2ユ、

60

41．7

48．2

49．4

46．3

55．6

64．9

47．5

62，9

58．4

41．2

注）ソ連及びEU諸国は1990年、東欧コメコン諸国は1989年のデータ
出所：World　Bank（1994），　p．15

（1994）の資料である。ソ連及びEU諸国は90年、東欧コメコン加盟国は89年のデータに

基づいている。同表によれば、中央アジア諸国貿易の対GDP比率は、国別データを単純平

均して3！．2％と、他の連邦構成共和国や、東欧コメコン諸国とほぼ同じ水準にある。同程

度の貿易依存度を有する国は、EUグループの中にも多数見られるが、中央アジアを含めた

ソ連構成共和国の、貿易活動における域内貿易シェアの突出した存在はこれらの国々と比
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表3　中央アジア諸国の主な経済開放政策（1992－95年）

カザフスタン キルギスタン タジキスタン ウズベキスタン トルクメニスタン

1992年 利権沙の制定　（！／1＞ 価騒目由化（王） 貨膿名1｝由化　（至／玉e） 姫格目由化　（ま／…6） 価緕目由化　（茎／6＞
佃r1格目巨」イヒ　（1／6） 民営化1去制憲　（1／玉7） il漣加盟（3） lq運加盟（＝，〉 11漣加盟（3＞
経済目由鉢域の設定　（圭，／12） lq運加阻（3） 門口ヅ制竃　（4／28） 外国投資1ノ・蔽和（7／29） IMF加盟　（9／22）
国連方臨1（3） ／卜業馬巧∫カ・タト［q乏く資多寒全　黛．／：（3／25） 外国投’δ去；捕憲　（5／7） 鍛行澤発．効　（s／ID 矢1．i的所イ3権｛本、i鰹季ノ制定　く9／30）

斗ノ罫関8色；筆削　（3／1） illj　払之資皆目‘乏／ミIL又ニノ　（8／6） 輸入税・輸入1監1｝税の一．．．．・時撒廃（1〔1〆1） 統・．．．・為替レート隙入（ツ15） 商取引法成五　（9／3〔．｝〉

早堀活動支飯上金のfl弓孟黛　（5／1） …992．．．．．93年民？；ζ化！ログラム．発表 漢1税才ノ’及び関税層2採択　（12） 商取弓卜取引行必1旨詑ノ採択　（呂／20） 継済発展，i十［霞rl承認　（…2／15＞

1聴銀糠盟（7＞ （8／16） 正MF屑1盟　（9／2D
対タト牽装渉ギ鉗懸Jπ黛．／：　（9／2） 19，；乍」七盤三ζ化ゾログラムの成ユ
ド1：銀加盟（9／ls＞ （ll／17）

経済改‘ド』員ll【1メ≦方1互　（ll／24＞

1993年 OEC【．）・1．）ACワスト1こ掬載　（韮） （：）狂CD・藍．）ACリストに掲載　（1） OECD・DACリントに掲戴　（．…） oECD・DACワストに凝」威　（D 0践CD・1：）ACリストに掲蔵（P
国オ《艦済改1委．温温～と五　（1／レD 独藍ll禁止・企業支援・奏員へ構吏　（3／ 舛タト経済関係省創、没　（2／4） 目動．1＝讐芋別輸入｝．莫1税の設定　（6） 1瞼入税祈税lr，1｝ll定（1／1）

危桟脱員　．1・画（1…）93－9の採択（2／ 17） 石油製II犀艮【価措目【II化　（3／5＞ 乗寸タトハ～診㌣・艮fj㌦S、V至FT加1矧三く4／3〔〕） 二L地私着f化に関する大統領令　（2／
19） 新通．貨ソム．評入（5／3＞ IM正・加盟（4／27） タト　乙凋土堀ノ　ア蚤効　　（5／29） 3）

斬伐｛税期行∫1｝二度右［巨行　（3／1） アジアi粥銀加島｛1（6／…｛｝） 1993．．一一98年経済し夏：革ゾログラム アンアi期銀加盟　（6／1〔｝） 経済特〉韻）くの設illll（2／16）

1993…95露礁？’ら化、；卜画．発表（3バ① 輸．人関重兇；のjlき．しげ　（9／レ1） （6） 申小／1、業支飯些．全：f；睡、設　（8／三2） アジア開銀加盟　（6／且0）
銀臼＝法採択　（4／6＞ 【FC加盟（！｛1／15） 盛長行陶外t（取jl｝．労柑1醸　（8／28＞

アジア開躁加盟（6／1｛D 二二貨ソム．クーポン富入（1レ15） 上通．貨マノi・4入（11／1）
新通貨テンゲが入〔Uね5＞ 外川投資縁蔓に関する．大統領令α1／
民？’終ヒクーボン配イ1∫雛汝1（i2／3＞ 30）

民営化プログフム開始　（12／21）

1994年 梅雄食料品価ξ各目由化　（1／5＞ 輸入税の・　”餅故廃　（…／穀） Uシア新ルーブル導入（1／ID 国夢ξ資産管理・企！業活助又緩．繋弍r食 マナト人換に吏動制を詳入（3！玉2）
通貨法螺竃　（1／13） キルギス復興開．発銀f∫設二！＝（6／23） 遁で，ゼ」症代化、消けrl発．表　（3／31） 創ノ＝のための大統領令く3） 羅輸入制度揮入（鷲／1ω
利1娚税・収益税に1莫1する大統叙｛賢 外国投資刺激。誘．」1のための大統領 外てr翰臼入）レ務の人多甜1り強．化　（4／2〔｝） 商匡鳩及び原材料取引法施f；∫　（9／23）
（2／12＞ 令（9／7＞ 外国投責弓ズ資ぶf4　蔓詑ノ採択（5／5＞ 国内での外賛流逓を禁焦（12／2｛D
警醒∫」’：門下員会1没：ウニ（4／12） 破産法施テ．｝’（5／26）

涯上也；程イ∫化に1剰する大統んピミ令　（4／ 揖鯉f．スムメ入（7／D
13＞ iii民の外貨似重用基孟1瞬を緩和　（7／21＞
↑』．裳活∫力支援・内属i委し∫謡睡、没　（u 地．ド資源法採択　（9／2：う〉
16） 税評認改’な一1珊する大統領令　（ロ／31♪〉

輸出入クオータ・ライセンス制統．一 難業lI由化に関する政府決定　（玉2／
（6） 1）
タトlL目父ビ箭ノう，、支：／：　（6／9）

．企業が外論家支投ノ」1ノグラム六表
（6／22）

カザフソタン1期発娠臼貨．／：（9／9）
パン佃財研．1由化　（圭（ゾ15）
タト電脳ノミ窃塵郵定　　（韮2／3〔｝）

．199　年 弄輸入祁「　準入　（韮／3） 争叡再建』・発メ’篤全：flll～ヒに関する大 斬通．貴タジキスタン・ループルー窪入 民i司部lni育成・．発展仇態に関する大 イ1油擾rl高値．i二げ　（1／15＞

熱fタト経済活動の自由化に［黙1する大流 読領令（4／6） （5＞ 統領令（1／5） エネルギー・．1業台超llll（王／26）
ル頁令（1／11） 証券取’1所1「詐1設　（5／35＞ パ‘ン、1没諸藩口封醸1絡の∫1ぐ1二り’G2／
胸国取弓1所にi～ilする大統領令　（4、ノ 外て甕α，椿聞｝1制限撤廃量ノ／「巳．〔1（6／ ll）

7） 22）

破ノr：に関する大統宕が冷（4〆7） タトぎマ含去勘気1．1こ　（7／28＞

新税言ノ施行　（7β〉
銀行及銀行ガrカに｝．短する．人：統領育
（9／31）

1996．一98年経済改革｛此進計1睡ノ季く認
（12／2D

注1）括弧内はE附（月、ないし月／日）

注2）クロノロジーにはCISや2弔問経済開講に関する動脈は含まれていない
出飯：『エコノミック・トレンド』（1992－95）、“lnsid6　Central　Asia”（1994－95）などより筆者作成
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岩碕・一郎

しても際立っている。四物アジア諸国の域内貿易依存度は、平均88．5％に達しているが、

コメコン及びEU諸国の中で、同様の依存度を有する国は1ヵ国も見出すことができない。

一方、ロシアは、他の連邦共和国と比せば、その域内貿易シェアは相対的に低いが、それ

でもEU諸国の中でも貿易立国とされるベルギーやオランダのそれとほぼ岡水準の

60．6％に達しているQ

　このように、ソ連期のロシアと中央アジア掛取の貿易体制は「外に閉じて内に開く」構

造を著しい特微としており、連邦の解体が、この構造を大きく変貌せしめる契機になるの

は自明と見られた。事実、中央アジア諸国政府は、域内貿易の重要性を認識しつつも、そ

のリスクを分散するため、自i矧経済の開放を促進する政策や法制度の整備を進めている（表

3）。にもかかわらず、ソ連期に形成された共和国間の分業関係は、体制移行期の歴史的前

提条件として、連邦解体から95年に亙る中央アジア諸国の貿易動向に大きな影響力を及ぼ

し続けていると見られる。次節では、ロシアと巾央アジア諸属の貿易動向に関連する統計

資料を用いて、この点を検証していく。

II　ロシア。中央アジア諸国間貿易関係の推移（1§91－95年〉

　それでは、1991－95年の期間におけるロシア及び中央アジア各国の貿易活動動向を、各

潤の貿易額の推移や、これら6ヵ国の間の交易関係から見ていくことにする。

　表4は、91年から95年までの名目貿易額（米ドル建て）の推移を示している。ロシア及

び中央アジア諸瞬の全てが、92年以降、特に域内貿易において大幅な貿易額の縮小を経験

している。91年を基準とする総輸出（輸入）額は、95年末野点でロシアが75（83）％滅、

表尋　凝シァ及び中央アジア諸国の貿易額の推移（199董一9§年） （．甦fヲ了ドノレ）

1991 1992 1993 1994　　　　　　　　玉995

域内貿易 域外貿易域内貿易 域外貿易 域内貿易域外貿易 域内貿易域外貿易域内至：了易 域外貿易

輸出

　、　　暫ノ
鴻¥ノ 108，571 53，100　10，954 4圭．6〔〕0 圭5，752　43，900 ］5，778　49，753　16，525 63，385

カザフスタン 14，285 玉，183　　2，14玉 圭，489 3，126　　1，529 1，906　　L326　　2，801 2，173

キルギスタン 5，163 23　　　236 77 282　　　112 224　　　116　　　272 137

タジキスタン 3，456 ・124　　　　93 11圭 118　　　263 106　　　307　　　285 464

ウズベキスタン 玉3，76ユ 王，257　　　628 869 2，085　　L466 2，099　　　945　　1，IG9 L712
トルクメニスタン 6，3玉4 レ16　　　616 蔓，145 L731　　L156 1，32弓　　　399　　1，187 55〔〕

輸入

　、　　ぞ　2

鴻¥ノ 83，333 45，100　　9，246 37，200 1⇔，546　33，王00 1、0，983　27，66ア　14，579 32」02

カザフスタン 16，949 2，546　　2，463 961 3，576　　1，269 2，139　　1，355　　2，6〔16 王，136

キルギスタン 4，293 785　　　344 7G 378　　　112 212　　　105　　　357 165

タジキスタン 4，361 7｛｝6　　　玉72 歪32 玉98　　　373 244　　　307　　　488 3H
ウズベキスタン 14，1GO 2，048　　　827 929 2，225　　1，28〔｝ 1，363　　1，12王　　L1王8 L630
トルクメニスタン 3，684 6主8　　　4｝（｝ 543 876　　　749 359　　　3ユ4　　　629 91

注）「域内貿易」とはバルト3国を含む旧ソ連諸国との貿易を指す
出所：World　Ba王雀k（1994），　pp．4－5，　CISSTAT（1995b），　cTp．56－57，　CISSTAT（1996c），　c叩．7，

　　　51－52，65，107－108，161，171より筆者作成
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体制移行期におけるロシア・中央アジア諸翻間分業関係の経路依存性：試論

表5　ロシア及び中央アジア諸国の交易活動における域内貿易の比重（1991－95年）　（％）

　1991　　　　　　　　1992　　　　　　　　1993　　　　　　　　1994　　　　　　　　1995

輸出　輸入　輸出　輸入　輸出　輸入　輸出　輸入　輸出　輸入

ロシア

カザフスタン

キルギスタン

タジキスタン

ウズベキスタン

トルクメニスタン

67．2　　64．9　　20．8　　　19，9

92．唾　　86．9　　59．0　　　71．9

99，6　　84．5　　75．4　　83．圭

89．ユ．　　86．1　　45，6　　56．6

91，6　　87，3　　42．〔＞　47．王

97．7　　85．6　　35．0　　43，0

26，4　　24．2　　24，1　　28．4

67．2　　73，8　　59．0　　6ユ．2

71．6　　77．／　　65．9　　66，8

31．0　　34．7　　25．6　　44，2

58．7　　63．5　　69．0　　54．9

60．0　　53．9　　76．9　　53．4

20．7　　31．2

56．3　　69．7

66．4　　68．3

38．0　　61．1

39，3　4‘）．7

68．4　　87．3

瀧）「域内貿易」とはバルト3国を含む旧ソ連諸国との貿易を指す
舐雛垢：表4より筆者作成

表6　ロシア及び中央アジア諸国のCIS貿易相手国（1995年） （％）

ロシア　　カザフスタン　キルギス．タン　タジキスタン　ウズベキスタン　トルクメニスタン

　羽入　輸出　輸入　．　　輸入　割出　輸入　　　　輸入　　　　輸入

ロシア

ウクライナ　　　　　49窪　48．9

ベラルーシ　　　　20．7　15．5

モノレドヴア　　　　　　　2，9　　辱．7

アゼルバイジャン　　 0．6　0．8

アルメニア　　　　　　 0．9　0．6

グルジア　　　　　　　〔｝．3　0．4

カザフスタン　　　 17．0　20．2

キルギスタン　　　　0．7　｛｝，7

タジキスタン　　　　　L3　1．2

ウズベキスタン　　　5．8　6．6

トルクメニスタン　　　0．7　0．4

79．9　 71．4　 38．9　 32．2

錘．6　　3．畦　　3．ユ　　1．4

2．2　　3．｝　　三．8　　1．4

0『I　　o．2　　0．4　　0．工

0．9　　1，0　　0．8　　0，9

0．o　　o．匿　　．．．．一　　〇．2

0．o　　o．l　　o．3　　0，1

　　　　　24．8　3ユ．8

2．8　ユ．隻

ユ．6　　0．4　　3．王　　1．4

6．0　 10，2　 26．0　 25．1．

1．9　　9．0　　〔｝．8　　5．3

37．9

3，7

0．9

0．4

2．8

ユ．o

28．4

0．5

0，1

0．3

0．o

o．」

0，6

52．4　　52．6

0．9　 12．0

　　64．3　　2、7　 11．3

3．9　　5．5　 6ごし3　51．6

2．9　　4．5　　0．三　　〇，0

0．3　　0．2　　0．4　　0．3

0．4　　0．1　　3．7　　6．0

0．0　　　0．0　　11．3　　23．8

0．1　　｛｝．0　　8．1　　2．8

20．5　 15．5　　7，5　　‘茎．1

6．0　　3．1　　0．2　　0．0

／4．0　　3．9　　0．4　　0．〔｝

　　　　　1．3　0．1
2．4　2．9

注＞0．0：貿易額が極めて小さい、一：貿易が行われていない
趨所：CISSTAT（1996c），　CTP．　m一ユ1より筆者作成

中央アジア諸孤峰体で87（88）％減となり、中でもエネルギーや鉱物資源など、自由競争に

適した輸出品に乏しいキルギスタンは、輸出入額共に6ヵ国口減高率が最も高く、95（92）％

に達した（10》。各國の貿易額は、1993－94年を底として、95年には若干の改善傾向が見られ

るが、域外貿易活動の急速な障腹を示したロシアと比せば、中央アジア諸国の貿易額は域

内、域外を問わずほぼ低迷を続けた。

　この結果、ロシアと中央アジア諸国との間で、域内貿易依存度に格差が生じている（表

5）。92年以降、何れの国においても域内貿易の比重は総じて低落的な傾向が駒取される。

とりわけロシアでは、95年時点で輸出に占める域内貿易の比率が20．7％、輸入に占める比

率が31．2％にまで低下し、貿易構造のダイナミックな転換が観察された。これに対し中央

アジア諸国は、輸出に占める域内貿易の比率が5ヵ国単純平均で53．7％、輸入に占める比

率が同じく65．4％と依然高い。これは、中・央アジア諸国の域内貿易依存度が、ソ連期に極
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めて高かったことに加え、過去における国際市場との取引経験の希薄さなどの障害が、貿

易構造を素鋭く多角化することを困難化したことが一因であったと考えられる。

　表6は、域内貿易における貿易相手国の構成を示している。天然ガスの供給先であるウ

クライナ及びアルメニアが重要な貿易相手醸であるトルクメニスタンを除き、中央アジア

諸国の域内貿易におけるロシアの存在は際だっている。同表から明らかなように、ロシア

及び中央アジア諸国の域内貿易は、1～3ヵ国との問で集中的に行われ、その他の国の比

重は10％に満たない。図1は、1995年のデータを基に、ロシア及び中央アジア諸国を中心

としたCIS域内貿易の相互依存関係を図示したものであるが、トルクメニスタンを除く中

央アジア4ヵ国の域内貿易は、4ヵ二心の相互貿易と対ロシア貿易という2つの柱によっ

て支えられていることが見て取れる。

　次に、ロシアと中央アジア諸国との間で、如何なる種類の財が交換されているのかを見

ていく。

　表7は、各国の輸出・輸入品目構成を示している。同表によれば、鉱物資源や金属加工

品、繊維製晶を輸出する中央アジアは、同時にエネルギーや化学製品、機械・プラント、

輸送機器類など、工業用生産財の積極的な輸入国である。表8及び表9は、ロシアと中央

アジア諸隅との間で取引される主要な工業品目を示しているが、中央アジア諸国の輸出入

構造の全般的な傾向は、ロシアとの2国間貿易関係にもそのまま当てはめて考えることが

出来る。この2つの資料からは、①ロシアは、中央アジア諸国が生産する工業製品の中心

的な需要者であり、かつ中央アジア諸国が輸入する多くの生産財について最大かつ独占的

図1　中央アジア諸国のCIS域内貿易における相互依存関係（1995年）

　　　　　　1　．1．．．．．‘

；1、，　∵髄

　　　　　　　　　　　　　：

㌦、　1＿．一1三　』一二．．

　　　　　　　　　E　　　　　I

　　　　　　　　　　　　くうノレ・．ン

　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ユ

　　　L．一　　一．一．＿＿＿．．　　｝　　　　　、

注）図は矢印を発する国のC王S域内貿易の輸出または輸入において、矢印が行き着く先の国の占

　める比重（金額ベース）が、太い実線であれば50－100％、細い実線であれば20－49％、点線で
　あれば10－19％の範囲内であることを示す。
出所：CISSTAT（1996c），　cTp．10－11より筆者作成
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体制移行期におけるロシア・中央アジア諸圏聞分業関係の経路依存性：試論

表7　殿シア及び中央アジア諸国の輸出・輸入品構成（1995年） （％）

ロシア カザフスタン キルギスタン タジキスタン1 ウズベキスタン トルクメニスタン

αS C王S αS CIS αS CIS αS αS CIS CI＄

域内 域外 域内 域外 域内 域外 域内 域外 域内 域外

輸 出

動・植物類 1．2 2．9 17．7 L8 1L5 2．3 一一 1．8 o．7 0．G o．7

動物・植物姓油 0ユ 0．0 0．1 0．0 0．3 oユ …
0．8 0．3 一」」 一…

加工食品η L5 0．6 2．0 0．3 30．0 2．6 （1．4 2．5 0．3 0．0 0．0

鉱物2） 48．8 402 32．9 22．1 17．9 0．0 16．5 39．3 0．8 99．1 ユ2．i

化学製晶3｝ 10．8 9．6 14．4 5．8 2．8 圭4．0 0．0 4．0 2．6 0．1 0．4

木材及び加工品、製紙 3．8 5．9 0．2 0．0 0．3 0．3
一 0ユ 一

0．0
…

繊維、繊維製品 2．1 1．2 1．5 3．8 9．7 37．8 28．8 38．9 87．6 0．6 86．3

非貴金属及び糠工品 8．5 21．8 22．6 62．5 7．2 35．6 52．0 4．9 7．1 0．1
　

機械、プラント 13．4 2．9 婆．9 0．5 10．1 2．0 0．5 3．2 0，嘆 0．0 『一

輸送機器 5．8 5．0 2．0 02 2．6 0．3 0．2 2．8 0．1 罰一「T 0．0

機具、時計、楽器 0．7 0．2 02 0．2 0．5 0．0 …
0．1 一「旧 而一 一一

その他 3．3 9．7 ／．5 2．8 7．ユ 5 i．6 1．6 0．1 0．1 0．5

輸 入

動・植物類 9．6 13．0 1．4 4．7 1．7 15．4 4．9 11．2 12．9 2．9 6．6

動物・植物牲油 0．9 1．7 o．4 o．9 0．4 2．7 0．1 0．0 0．7 一… …

加工食品D 15．5 14．6 5．0 13．7 4．8 25．7 ！．6 3．2 8．8 16．2 1．6

鉱物2） 14．1 2．8 36．9 9．9 5底5 1．6 63．8 6．9 0．1 0．3 0．1

化学製品3｝ 9．6 11．4 13．2 9．4 7．0 8．5
へ

13．4 6．8 21．2 25．3

木材及び加工品、製紙 0．9 3．0 3．9 4．5 3．0 0．7 o．9 3．6 0．3 玉．3 0．1

繊維、繊維製品 7．o 3．5 2．0 3．7 4．9 3．7
『

2．0 3．8 9．4 10．4

非貴金属及び加工晶 16．2 4．0 10．9 2．6 9．0 2．6 Lo 14．9 ユ．G 16．0 12．6

機械、プラント 王2，2 28．4 14．4 33．3 6．9 23．2 1L1 22遵 47．7 17．9 27．3

輸送機器 9．2 4．5 7．6 6．0 4．3 8．9 雨一｝ 9．7 6．8 1．9 9．1

機興、時計、楽器 O．6 6．o o．7 5．3 0．2 2．o 一國 0．6 8．2 L1 0．0
その他 42 7．ユ 3．6 6 3．3 5．0 16．6 12．1 2．9 11．8 6．9

油1）飲料品、タバコ製品を含む
注2）原書には記述がないが、エネルギー製品を含むものと考えられる

注3）プラスチック、ゴム製品を含む

洗4）CIS域内・域外の剛無し
注5）0．0：貿易額が極めて小さい、一：貿易が行われていない
出所：C玉SSTAT（1996a），　cTp．74－77より六三作成

な供給者であること、また、②中央アジアの生産財輸入市場におけるロシアのシェアがソ

連末期（90年）から94年に至るまで極めて安定的に推移していたことが確認される。

　勿論、中央アジア諸国は、いわゆる「遠い外国」（dallnoe　zarubezhjye）（三1）からの生産財

輸入も行っている。ただ、表10のカザフスタンの事例が示すように、域外貿易市場からの

生産財の調達は、これまでのところ標準的設備及び資材の単発的購入によって占められ、

また品閉毎の輸入量を見ると年毎にかなり激しく増減している。従ってロシアとの長期的

取引関係を代替する程には、その活動レベルは十分な深化と拡大を遂げていないのが現状

といえよう。

　以上からは、中央アジア諸国の域内貿易構造とロシアとの分業関係について、次の2点

が指摘される。
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表8　中央アジア諸国主要輸出工業製品の対ロシア貿易依存度（1994年）

贔目（単位）
カザフスタン　　キルギスタン　　タジキスタン　　ウズベキスタン　トルクメニスタン

輸出量／額D％輸出圭1三：／額　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％

鉄鋼圧延財（千トン）

硫酸（千トン〉

セメント（千トン）

石炭（千トン）

天然ガス（百万立方メートル）

石油（千トン沸

バス（台）

金属切齪用二i二作台（台）

野菜耳順（千個）

果物缶詰（千醸）

タバコ製品（百万ルーブル〉

綿糸（千メートル〉

毛糸（チメートル〉

絹糸（千メートル）

織物製品（軍側ルーブル）

絨毯類（千平方メートル）

家具（百万ルーブル）

冷蔵庫（台）

洗濯機（台〉

テレビ（台）

ラジオ胎）

陶器・食器　（百万ルーブル）

　61．｝7

　127

　189
26，992

1，636

も792

　115

　949
1，976

　　6
4β83

1，294

　747
5，465

　104
9、619

22，455

2，652

　525

72、9

97．0

91．7

89、6

1眠し（1

78，2

58．7

53．6

100．0

｝〔｝〔｝．0

31．8

73．6

94．4

81．5

1〔10．0

9L／

77．6

71．6

88．5

　　　　　　　　　　　19　49．6
　　　　　　　　一一　　　　 〇．〔｝7　　　（｝．i　　　　O．2　　　8．（〕

i　　　 （タ．5　　　　3．4　　 75．6　　 1，497　　 6］．7

　　4

　37
4，428

1，314

4，520

　224

　528
3，435

　308

　540

6，055

17256

2．0

69．8

5L1

83，〔｝

24．7

14涯

34．6

48，i

68，6

48，0

56．1

92、8

　103

6，287

18253

　785
2，328

　2〔｝2

4」66

1β35

　639

　43
　：蜘

85，1

87，5

75．4

1〔｝o．0

71．3

89．4

54．2

95．8

6ユ．6

8Li

loo，o

36　　4．7

1G3，0縄

20，652

39，003

1，525

11，41｛｝

　2〔｝2

3，780

9，964

　7｛｝〔｝

　72

79．〔｝

70．3

89，1

85，9

91．7

2L6

65．9

9！3．1

1眠｝．1｝

34．（1

2，〔｝67　　　7．9

注／）パーセントで示される数値は、各国の対CIS総輸出量に占めるロシアの比重を示す

注2＞ガスコンデンサートを含む
注3）一一：貿易が行われていない

出所：C王SSTAT（！995c），　c恥．28－153より筆者作成

　（1）ソ連期の閉鎖的な貿易構造を維持した中央集権的行政システムの崩壊、旧ソ連圏の

激しい景気後退、自国経済の開放促進などの諸要因により、中央アジア諸国の域内貿易依

存度は年々低下し、その結果、ロシアとの貿易商も大幅に減少した。しかし、これらの国々

では、同時に内需も鋭く縮小しており、対ロシア貿易は、現在でも中央アジア諸国の有効

需要を構成する重要なファクターであり続けている（12）。そのためロシアの景気変動は、工

業製品に対する輸出需要量の変化を通じて、中央アジアの国々の工業生塵活動に大きな影

響を及ぼし得る。

　（2）中央アジア諸国の域内貿易構造は、マクロ経済環境の激しい変化にも拘わらず、対

ロシア貿易と中央アジア地域間貿易を軸に極めて安定的に維持されている。これはソ連期

の生産力配置の集積により、ロシアと中央アジア地域との間に構築された分業関係が、市

場移行期にあっても、初期条件への強い経路依存性を発揮しているためと考えられる。先

に見たように中央アジアの生産財輸入市場におけるロシアの強力な市場占有力は、分業関

係の粘着性を維持する「コア」であり、それ故に、ロシアの生産動向は、サプライ・サイ

ドを通じて、中央アジア経済に無視し得ないインパクトを及ぼす。

　以上の考察は、市場経済への移行期に突入した中央アジア諸国の工業生産動向は、当該
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体制移行期におけるロシア・中央アジア諸閨間分業関係の経路依存性　試論

表9　中央アジア諸国のロシア主要生産財への輸入依存度G9弱、92、94年）

層畳（単位）
カザフスタン　　キルギスタン　　タジキスタン　ウズベキスタン　トルクメニスタン

　　　　D％　　輸入量　　％　　輸入景　　％　　　　　　　％　　　　　　　％

a）1．990年

　　製鉄燭銑鉄（チ｝・ン〉

　　セメント（千トン）

　建設摺ガラス（．千平方メートル）

　　産業朗材（チ立プyメートル）

　　石炭（千トン〉

　　賃物自動車（台）

　　バス（台）

　　トラクター（台）

b）　／992｛1三

　　鉄鋼圧延財（千トン〉

　　冶金用コークス（千トン〉

　　硫酸（千・トン）

　　ソーダ灰（千トン）

　　セメント　（千トン〉

　　建設庸ガラス（千平方メートル）

　　産業欝材（干立方メートル／

　　石炭（千トン）

　　石瀬（千トン）2）

　　自警角：購iガソリン（千トン）

　　ディーゼル用燃料（千トン〉

　　重泄1（千トン）

　　金属切肖精］難：二作台（台）

　　プレス装1綴（台〉

　　貨物躍動車（台）

　　軽自動蹴（台〉

　　トラクター（台）

　　ブルドーザ　（台＞

c）1994年
　　鉄鋼賑三野財（千トン）

　　冶金駕コークス（千トン）

　　燐酸（千トン）

　　ソーダ灰（千トン）

　　苛1生ソーダ（千トン）

　　セメント（千トン）

　産業用．材（千立方メートル）

　　石炭（千トン）

　　石油（千トン）2）

　　自動華用ガソリン（千トン）

　　ディーゼル用燃料（千トン）

　　重油（千トン）

　　金1萬域」肖lj∫騒ニユニf乍虐｝　（台〉

　　プレス装讃（台）

　　貨物自動車（ムロ〉

　軽顛動車（台）

　　トラクター（台）

　　ブルドーザ（台）

　　52　　　1〔｝｛｝．0　　　　　一一．　　　　　一．一一

　296　　　69．3　　　　　51．　　57，3

8，893　　89．3　　 ／，圭92　　99．9

2，818　　100．⑪　　　　589　　100．0

達．圭，iOO　　 9ユ．0　　　　500　　 王7．2

26，472　　　71，9　　　5，｛｝17　　　94，3

5，護75　　　81．．3　　　　　579　　　18．5

2，571　　 76，3　　　　492　　 7⑪．5

玉．4，005　　　6／，0　　　　　950　　　：ヨ6．0

　935　　8｛｝．8　　　　 84　　50．9

　478　　　46．6　　　　　3．6　　　98．9

　　3（｝　　　26．8　　　　　　ユ8

　428　　　94，1　　　　　34．　　99、7

　34〔｝　　　6δ．蓬　　　　　　11　　　3｛｝，8

4，289　　　57，5　　　　　　60　　　85．8

1，5G8　　1GO，0　　　　　里79　　　99．3

3，666　　 86．！　　　　　　　　 1．8．8

／1　547　　1｛｝〔｝．0　　　　・一一．　　　　　一一

　ナ

1，043　　　99．9　　　　299　　　72．6

2，154　　 99．9　　　　玉60

／，⑪87　　　99．1　　　　　］．93　　　49．6

圭，0｛15　　　58．1　　　　　　72　　　31．7

　4．〔｝3　　　63．8　　　　　　62　　　78．5

18，15ユ　　　79．7　　三．6，227　　　99．5

工3，836　　　93．3　　　1，3G9　　　97．8

5，458　　 29．6　　　　170　　 21，5

　353　　｝．0〔｝．0　　　　　　　8　　　　8．5

　319
　3（｝5

　5．5

　1．49

　25
　77
　ユ87

　885

4，567

　332

　678

　208

　257

　18
2，18玉

3，403

　壊3

　51

94．6

97．3

100．0

／00．0

97．4

王O．8

ユoo．0

86．1

9／．3

玉00．0

96．9

55．o

go．5

100．0

88．7

97．ユ

瓦7
91．1

7．1．

2．6

0、1

1．0

7．3

　7
22

5．7

1．02

・i2

2．7

538

ユ20

　6

　4

17．3

1｛｝⑪．G

　1．0

10G．〔｝

98．6

36窪

ユoo．o

　o．4

80．0

50．7

　2．6

100．G

ユoo．0

25．0

57．1

　7．｝　　　62．3　　　　　18　　 20．0

　2．1．　　　⑪．7　　　　265　　 70．8

　397　　　29．9　　　4，159　　　54．7

　536　　　99．9　　　2，131　　／GO，0

　300　　　30．0　　　1，200　　　32．4

2，789　　　79，6　　12，664　　　8〔｝．8

　346　　　56．4　　　1．，887　　　61．．4

　390　　　68，3　　　1，264　　　ア」．．ユ

　93（1　　　60，6　　　6，684　　　54．6

　5ご1　　　51．0　　　　31．4　　　5玉．7

　5．7　　100．0　　　　　　18　　　90．⑪

　0．2　　　〔｝．5　　　　 玉7　　 36．9

　25　　100．0　　　　　　59　　　94．4

　7、嘆　　　4．3　　　　　24　　 36．0

　62　　　6．3　　 1，542　　 27．6

　70　　玉．00．0　　　　　865　　　99．7

　18　　　1．4．8　　　1，⑪10　　　60．3

…．一
@　　　　　．一　　　　　逢，097　　　96．3

　151．　　353．〔｝　　　　　2／8　　　35，7

　101　　　35．8　　　　　192　　　22、6

　62　　　20，玉　　　　　585　　　5ア，2

　65　　　37，6　　　　　556　　　51．、2

　36　　　7（｝．6　　　　　274　　　6ひ．9

　425　　 72，9　　　ユ，53（1　　69．l

I，445　　96．6　　4，G〔｝4　　6〔｝．6

　486　　　35．8　　　2，441　　　49．1．

　　玉．　　　2．0　　　　　逢3　　　2‘茎．3

1．3

　王

7．2

0，3

｛｝，3

粥

30

45

／2

　4

　2

186

105

　8

1．6、3

100．O

玲〔｝．O

l（）0．⑪

18．8

ユoo．o

56．7

31．．9

25．6

1⑪⑪．0

ユ00，0

96．9

ユ00．0

　7．3

　75
　6．5

　4i

　43
　0．3

　go

2，492

　5．3

　2．3

　15
　　4

　／39

　448

　5鱒

　10

57，6

鵬．〔｝

鵬．0

96．2

　0．2

992

97．7

　5．4

　5，6

75．0

10．3

4圭．唾

98．7

86．1

go．9

　125　49．2
20．．7　　86．3

　202　　1GO．0

　40　　5．0
2，220　　8／．7

　289　　　5｛｝．3

　312　59．4
2，4／0　　 4．7．9

　｝．33　　　71．0

　7．8　　1．⑪0．O

　i7　36．9

　28　97．2

　37　20．3

　99　99．4
　4．2　　1．6

i，067　　 94．7

　3．3　　 94．3

　6，3　98．4

　　i　｝DO．o

　l．17　　　23．6

　67　60．9
4，867　　　96．1

重，981．　　ioO．0

　486　35．8

　89　46，6

6．7

0．3

0．5

1．2

0．2

5．9

14．

⑪．2

2｝．7

尋75

23

10

16．3

10G．0

100．0

44．4

　0．1

98．3

　3．4

10．9

　｛｝．3

24．i

100．〇

三3．1

1e．2

注ユ．）パーセントで示される数値は、バルト諸圏を除く旧ソ連諸国からの全輸入叢量に占めるロ

　　シアのシェアを指す。但し、90年については移入董である。

注2）ガスコンデンサートを奮む
注3）一：貿易が行われていない
出所：ソ連国家統計委員会（1991），cTp．332－347，　C王SSTAT（1．993），　cTp．4一・33，　C王SSTAT（！995c），

　　cTp．28－93より筆者作成
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表16　カザフスタンが「遠い外国」から輸入する生産財の例（1992－93年）

品目（単位）
　輸入量（額）
1992　　　　　　　　　1993

（増減）

a）資本財

　バキュームポンプ（個）

　　フォークリフト（台）
　饗二乎L力口］［二用機械　（台）

　豆類粉砕機（台）

　穀物類加工用機械（台〉
　食肉力［ガ工二戸謬機械　（台）

　食晶工業加工用機械（千ドル）

　織物加工用洗濯機・乾燥機（千ドル）

　　自動織機（台）

　　自動織機用針（本）

　計鋒機（千ドル）

　測定胃病（台）

　モーター、ゼネレータ　（台）

　電気変圧器（台）

　畜電器（台）

　通僑機器（千ドル）

　バス（台）

　軽自動車（台）

　貨物自動車（台）

　　クレーン車（台）

　ベルト・コンベアー（台〉

　　ボーリング摺機器（台〉

　　ショベル、グレーダー（台）

b）中間投入財

　紙・ダンボール（千ドル）

　染料（トン）

　　ラッカー、ペンキ（kg）

　接着剤（トン）

　鉄製晟（千ドル）

　　アルミニウム製品（干ドル）

　鉛精鋼
　　チタン粉（トン）

　苛性ソーダ（トン）

　弾性ゴム（トン）

　　ポリウレタン（トン）

　／02

　　4／

　　19

　　22

　　65

　527
　738
3，939

　　12

　683
　486
　　2
　　82

　206
76，404

　579
　／28

　229
　　76

　　9
　　1
　　1
　　18

1，507

　　3
5，600

　　25

　477
　　1
　　71

　3200

5，598

　219
　105

　　74

　　76

　！20

　　12

　　10

　　6

　224
　！53

　ユ02
美，250

　788
　　2
　727
　421
47，415

　！13

　　99

　947
　244
　　19

　　0
　　1
　　0

2，353

　　42

59，509

　　13
2，772

　721
　　0
　　0
4，303

　　15

　　0
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（　一3，786）

（一28，989）

　一28）

　　35）

　101）

　一10）

　一55）

一521）

一514）

　　90）

　567）

　302）

　　o）

　645）

　215）

ヨ66）

　一29）

　718）

　168＞

　　10）

　一1）

　　0）

　一18）

　846）

　　39）

53，909）

　一12）

2，295）

　720）

　一71）

（　一3，200）

（　一1，295）

（　一204）

（　一／05）

　出所：カザフスタン共和闘国家統計委員会（1994＞，CTP．15－23より筆老作成

期間に激しく変動したロシア経済との係わりで分析する必要を示唆している。これが次回

における理論的・実証的分析の基本的立場となる。

　　　　　　　　　　　　IH　中央アジア工業生産動向の分析

　前節で見たように、中央アジアにとってロシアは、①工業用原材料や！次加工品を中心
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体制移行期におけるロシア・中央アジア諸国間分業関係の経路依存性：試論

とする主要工業貿易財の中心的な「買い手」であると同蒔に、②生産活動に必要な中間投

入財や資本財の最大かつ独占的な「売り手」でもある。しかも、ロシアとの分業関係は粘

着的であるため、中央アジアの生産者が短期にその取引関係を他市場へと転換するのは困

難であると考えられる（その理由はW節で述べる）。このため、ロシアの景気変動は、第1

に、中央アジア諸国が産出する工業製品に対するロシアの需要量の変化、第2に、ロシア

が輸出する生産財の価格変化という需給の両面から、中央アジア工業の生産活動にショッ

クをもたらす。そこで以下では、ロシアが供給する生産財の価格や、交易条件としての為

替レートの変動が、中央アジア工業企業の活動に如何なる影響を及ぼしうるのかを順次検

討していく。なお、本節の分析には、ロシアと交易活動を行う中央アジアの工業企業を想

定した簡単なミクロ・モデルを用いる。本モデルは、IV節で行う経路依存性の分析にも用

いられる。

III．霊　基本モデル

　いま、一定の資本ストックの下で、可変的生産要素として労働と中間投入財を用いる中

央アジアの工業企業を考え、これをC社と呼ぶ。自社製品の生産に用いる中間投入財は、

ロシアからの輸入に完全に依存するとし、C社は、所与の中間投入財輸入価格と賃金率の

下で、2種類の生産要素を投入すると仮定する。なお、簡単化のため、C社の短期生産関

数はレオンチェフ型を適用し、

　　　　　　　　　　　　　・ヨ漁｛鶏・努｝　　　　（3ユ）

と設定する。但し、yはC二三昂の生産量、　M、　L、　Kは中間投入財、労働及び資本の投

入量、λ、η、κはそれぞれ正の「固定的投入係数」である。従って、生産最y庫と、y＊を

実現する可変的生産要素の最適な投入量との問には、

　　　　　　　　　　　　　M』λy寧，L＊＝ッy＊　　　　　　　　　　　　　（3．2）

の関係が成立する働。

　次に、C社の製品は、自国及びロシアにおいて需要されるものとし、その関係を、販売

価格の減少関数であり、かつ為替レートの増加関数として、

　　　　　　　　　　　　y＝・d（p，E）；dp＜0，　dE＞0　　　　　　　　　　　　　　　　（3．3）

と表わす。但し、d（・）は需要関数、　PはC社製品の相対価格、　Eは自国通貨建て為替

レートである。

　一方、C社が用いる中間投入財の輸出元であるロシアの生産者は独占企業であると仮定

し、その価格戦略はフルコスト原理に従うものとする。よって中間投入財価格の決定式は、

　　　　　　　　　　　　　　　m＝（1十γ）C澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．4）

となる。但し、mは中間投入財相対価格（ロシア・ルーブル建て）、　CMは中間投入財単位婁

たりの可変費用、γはマークアップ率である。

　最後に、C社の製品は差置化されており、同社は、（3．3）式に示される価格に対して右

下がりの需要曲線に直面するのであるが、C社製品の市場は、工業製品市場全体からみれ

ば極めて小さく、C社の価格戦略が国内市場や為替レートに及ぼす影響は無視し得る程度

のものする。以上から、自社製品をy販売することによって得られるC社の糧利潤率は、
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　　　　　　　　π＝py－EmM－wL篇py－E1温y－wッy

　　　　　　　　　篇（P一二）mλ一wの・d（P，E）

となる。但し、πは粗利潤率、Wは賃金率である。

（3．5）

111．2　中間投入財輸入価格の変化

　周知の通り、ソ連時代には、少数の国営企業が大多数の工業品目を排他的に生産してい

た。特に生産財部門は著しい集約化が進んでいたと考えられている。独占企業群で構成さ

れる産業構造のままで、経済危機に起霞する急激な生産低下とインフレに直面したロシア

の生産財産業にとって、販売価格の引き上げは損失の拡大に対処する最も三軍い方策で

あったと考えられる。事実、92年以降の工業生産の落ち込みと共に、ロシアの鉱工業生産

者価格指数が高騰し（袈1）、これが同国の生産財産業と幅広い取引関係を有する中央アジ

アの諸企業にとって打撃的なコストプッシュ要因となった。上記のモデルに従えば、かか

る経済ショックは、価格パラメータmの急激な上昇を意味し、（3．5）式で示されるC社の

粗利潤率が低下する（∠1π／刀ln〈0）。C社の製品も差別化されているから、自社製品価格

の引き上げによって、価格ショックをある程度は外部に転嫁し得るが、自社製品の三婆が

価格に対しかなり非弾力的でない限り、同社の販売量は縮小を余儀なくされる。そもそも、

生産要素価格の急激な上昇は、産業界に広く波及する問題であるから、工業部門全体の大

幅な産出量低下は免れないところである。

　実際に、／991－95年の実質工業生産動向（図2）を観察すると、ロシアとの分業関係が

中央アジア諸国の中で最も緊密なカザフスタンの工業生産動向は、ロシアのそれとかなり

達遣しながら推移している。また、カザフスタンほどではないが、キルギスタンやタジキ

図2　厩シア・中央アジア諸国の実質工業生産動向（1991年霊月一100）
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体制移行期におけるロシア・中央アジア諸幽間分業関係の経路依存性：試論

スタンの工業生産も、ロシアやカザフスタンと近似するテンポで産出水準の低下を示した。

　一方、ウズベキスタンやトルクメニスタンの工業生産はこれらの国々とは対照的な動き

を示した。II節で見たように、ロシアとの関係が希薄なトルクメニスタンはともかくとし

ても、カザフスタンやタジキスタンに劣らない貿易依存度を有するウズベキスタンが、こ

れほどまでにロシアと乖離したトレンドを示す原因は何であろうか？

　この問いに対して、モデルは一つの答えを提示する。（3．5）式が示唆するように、中間

投入財価格mの上昇がC社の粗利潤率を低下させる度合いは、中間投入財の最適投入量を

規定する係数λに依存する。このことは即ち、ロシアが供給する生産財に対して中間需要

率の高い産業が、その国の工業部門の成長率に高い寄与度を持てば持つほど、中間投入財

の価格変動は幽該国により強い影響を及ぼすことを意味する。

　そこで、表11によって、1990年の工業生産を基準（100）とした／991－95年の期間にお

けるロシア及び中央アジア諸国の工業生麗動向を、部門別実質生牛額の推移で比較してみ

る。すると、91年以降のカザフスタン、キルギスタン及びタジキスタン3ヵ国における工

業部門の実質成長率はロシアと同様に大編なマイナス成長を続けているが、同表によれば、

これらの国において、激しいマイナス成長に寄与した産業は、鉄鋼、化学・石油化学、機

械・金属加工、建設資材部門など、エネルギーや半製品の中間需要率が高い重化学工業や

製造業に集中している。一方、ウズベキスタンを見ると、同甦1でも、重化掌工業や建設資

材部門の激しい落ち込みが上記3ヵ国と同様に看取されるのであるが、工業全体として、

90年の生産水準を辛うじて維持しているのは、綿繰り業や繊維産業を基盤とする軽工業部

門、圏内市場向け消費財（主に家具類）を主力商晶とする木材加工麓業などの労働集約型

産業が大きなプラス成長を達成したことによるものであることが分かる働。

　つまり、中央アジア諸国の間で工業生産動向のトレンドにこれほどの差を生じさせる原

因は、ソ連の生産力配置政策が決定した各国工業の部門構成や域内貿易関係の差異に帰す

るのであり、歴史的初期条件の差が、その後の経済パフォーマンスを規定する現象がこの

ような場面に顕在化している。

銀．3　為替レートの変化

　中聞投入財価格の上昇（低下）が、C社の粗利潤率を確実に縮小（拡大）させるのに対

して、交易条件である為替レートの変化が、粗利潤率に如何なる影響を及1ますのかは必ず

しも明らかでない。例えば、為替レートの増価は、一般にその国の交易条件の改善を意味

するが、C社のような意味で、ロシアとの輸出・輸入業務を同時に行う企業では、交易条

件の改善による販売収入の増加は、中世投入財の輸入価格の上昇によって相殺される。こ

の作用は、（3．5）式を、

　　　　　　　　　嘉＋・m・一w・）器mλd（・，・）　　　（…）・

と変形することによっても確認される。つまり、（3。5）’式が正負いずれの符号を取るかは

これまでの仮定だけでは不定となる。

　モデルによる推定が実際に当てはまるのかを、ここでは中央アジア4ヵ国の実質工業生

産動向（IPCA）を被説明変数とし、対ロシア・ルーブル実質為替レート（REX）を説明変
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表1｛　ロシア・中央アジア諸国の工業部門別実質生産動向G991－95年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1990年篇ユ00）

ロシア カザフスタン

！991 1992 1993 ！994 1995 1991 ig92 ／993 1994 圭995

二礫全体 92．G ？5．4 64．8 51．3 49．6 99．1 85．4 ？2．8 52．3 48．0

電力 iGG．3 95．6 9王．／ 83．1 8G．6 99．王 93．0 88．9 75．唾 73．9

燃料 94．o 87．4 77．3 69．4 68．0 圭02．5 965 82．2 70．7 62．0

鉄鋼 92．6 77．4 64．6 53．4 58．2 106．2 96．0 72．6 51．2 60．1

葬鉄金属 9！．3 68．1 58．5 53．3 54．4 94．3 9G．／ 83．0 64．1 65．3

化学・石濾化学 93．7 73．4 57．6 43．5 47．0 94．9 69．4 38．4 22．6 23．4

機械・金属加工 90．0 76．6 6建．6 44．7 40．3 io2．4 85．7 73．三 畦6．0 30．9

木材・木材加工・製紙 91．0 77．7 63．2 43．9 40．8 102．7 87．9 8G．3 44．2 24．3

建設資材 97．6 77．7 65．3 荏7．4 43．6 101．3 84．2 61．6 26．4 18．2

軽二僕 91．G 63．7 49．o 26．5 18．3 102．5 8LO 71．5 39．8 16．0

食品工業 90．5 75．7 68．8 56．8 5L7 93．3 67．6 58．4 43．1 34．2

キノレギスタン タジキスタン）

1991 1992 1993 重99≦ 1995 1991 1992 圭993 1994 王995

工業全体 99．7 73．4 54．8 39．5 32．4 96．4 73．｝ 67．娃 50．3 47．7

電力 105．1 90．9 82．4 88．5 89．4 98．5 93．0 98．7 96．2 9荏．9

燃料 93．8 57．9 43．5 29．7 22窪 76．3 32．5 18．9 13．4 10．3

鉄鋼 83．1 49．8 i3．8 8．4 「・・ ，，　「 35．6 40．7 圭3．6 13．5

非鉄金属 100．9 9⑪．8 70．3 70．墨 58．3 8唾．0 68．0 50．G 婆7．0 48．0

化学・石油化学 103．8 5／．9 23．1 13．5 1！．4 102．4 47．G 27．o 18．4 19．2

機械・金働証 103．2 66．9 40．5 18．5 15．7 99．7 65．0 50．7 35．7 33．1

木材・本材加工・製紙 112．0 98．6 63．9 27．0 圭9．1 113．0 71．0 56．工 王5．9 6．7

建設資材 98．0 65．1 29．5 18．1 ユ崔，5 94．繧 34．3 27．9 ユ9．3 8．4

軽工業 1⑪5．⑪ 92．8 81．7 51．6 33．2 100．4 89．5 1G1．o 75．4 7G．5

食品工業 90．1 5L5 36．8 25．2 19．8 84．9 56．9 畦8．8 35．2 33．3

ウズベキスタン トルクメニスタン

1991 1992 1993 1994 1995 1991 1992 1993 玉99《 1995

工業全体 10L5 94．7 98．1 99．7 99．9 104．8 89．2 92．8 69．6 6婆．8

電力 96．8 90．7 892 85．9 86．2 104．0 102．9 llO．6 9護．1 91．0

燃料 102．2 9≦．9 106．2 108．9 ！08．7 1G7．鑑 81．4 86．G 51．6 46．G

鉄鋼 91．6 80．0 77．0 5L7 46．2 106．0 67．9 64．2 41．0 1G8．9

非鉄金属 95．8 82．1 8L三 75．3 75．8 137．2 13i．3 134．7 167．2 217．2

化学・石波化学 97．崔 72．2 6畦．0 49．8 56．ユ 94．7 6ユ．8 63．3 3娃．1 42．1

機械・金働旺 104．9 ！艇．9 112．1 122．2 146．3 m．3 109．2 1！4．9 103．1 127．6

木材・木材加工・製紙 107．9 103．5 lll．7 111．7 122．5 ！03．7 98．8 92．6 58．7 69．9

建設資材 103．9 88．8 73．6 64．7 58．1 106．1 エ13．／ 113．1 86．1 69．5

軽工業 102．1 109．1 三圭3．畦 123．7 i2王．婆 103．1 圭G7．3 120．4 110．5 107．6

食品工業 96．8 83ほ 9／．3 94．8 96ユ 1G鰯 105．3 92．6 97．7 82．6

注！）タジキスタンの鉄鋼生産については1991年dOOとして算出
注2）…：データの欠如
出所lCISSTAT（／996a），　cTp．253，298，386，427，464，507より筆者作成

一196一



体制移行期におけるロシア・中央アジア諸国間分業関係の経路依存性：試論

　　　　　表12工業生産動向と実質為替レートに関する回帰分析（1991－95年）

回帰式：109∬）CA薫μ十α1・’og　R8X－2十α2・D、

（丑℃ノ1：工業生産動向指数（季節調整済）、∬認X：対ロシア・ルーブル実質為替レート指数、P：自圏通貨ダミー）

推定期間（一元） μ α1 α2 尺2 z）．レ髭

カザフスタン　 91．03－95．12（58）

キルギスタン　　91．03～95．12（58）

タジキスタン　　91．03－95．i1（57）

ウズベキスタン　91．03－95．09（55）

4．492＊串

（63．54〈D

娃．765纏

（56．735）

2．675緋

（7．562）

4．494＊牢

（38．725）

一〇，O11　　　　　－0．445享＊

（0．729）　　　　（10．514）

一〇．050＊＊　　　一〇．447寧＊

（3．719）　　　　　（5．5i！）

0，311寧＊　　　一〇．379

（3．860）　　　　　（1．887）

O．002　　　　　－0．038

（0．】03）　　　　　（1．003）

0，726

0．66適

0．282

0．025

0．433

0，540

0，527

0．790

注1）括弧内はt値
注2）R2：決定係数、　D．　W．：ダービン・ワトソン比

注3）紳：1％水準で有意
データ出所：C王SSTAT（1995a），　cTp．1！，25，　CISSTAT（1996b），　cTp，90－93、「エコノミック・ト

　　　　レンド』（1991－95）各期勅

令とする回帰分析によって検証した（’5）。計測に際しては、IPCAについては、中央アジア各

国の実質工業生産指数を、一方REXについては、中央アジア諸国が自国遡貨を導入する以

前の期間についてロシア及び中央アジア諸国の消費者物価指数比を、自国通貨導入以降の

期間について各国通貨の対ロシア・ルーブル名目為替レートとロシア及び中央アジア4ヵ

国の消費者物価指数をもとに筆者が算出した実質為替レートを、各々指数化した月次の時

系列データを用いた⑯。また自国通貨導入という制度変化は、ダミー変数（D）を加える

ことで処理している。

　主な推定結果は表12に示されている。同表によれば、REXの偏回帰係数は、国によっ

て正負の符号が異なり、かつその値も相対的に小さい。一方、ダミー変数の回帰係数は、

全てのケースで負の符号をとり、かつREXのそれよりも大きな値をとっている。このこと

は、IPCAの動向を説明するより有意な経済要因は、実質為替レートではなく、自国通貨導

入という制度変化それ自身であったことを示している。また分析結果により、ロシアの工

業生産動向との連動性が見られないウズベキスタンについては、他の3ヵ国と比して、対

ロシア・ルーブル為替レートの変動が、同国の工業生産に及ぼす影響力がより低いことも

判明している。以上からあくまで仮説的であるが（17）、REXが、王PCAに与える影響力とそ

の方向性に関し、園帰分析の推定結果と理論モデルの予想は、ほぼ整合的であったと結論

できる。

IV　経路依存性発現メカニズムの理論的考察

　HI節の分析結果によって、ソ連期に形成されたロシアとの分業関係への強い依存は、①

ロシア経済変動のインパクトを小国である中央アジア諸国へ伝え、その国内市場を需給両

面から撹乱する、②貿易関係を調整する「政策変数」としての為替レートの機能を低下さ

せるという意味で否定的な作用を引き起こすことが確認された。そのため、中央アジア各
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国政府は、分業関係の経路依存性を発生させる経済ファクターを減免させる政策を実施し、

貿易関係の多角化を図っていかねばならない。II節の考察や表8、9、10などの資料から、

ロシア・中央アジア諸国間分業関係の経路依存性は、企業レベルにおける生産財取引関係

の粘着嫉へと問題を還元し得ることが確認されたと思われる。そこで本節では、中央アジ

ア企業による生産財調達契約の選択メカニズムの解明を逓じて、経路依存牲発生の原因を

考えていく。

W．董　生産財調達行動と取引費用

　取引費用理論を展開するウイリアムソンは、不確実性（uncertalnly）、機会主義

（opportunism）〈訟8＞、隈定舎理性（boLmded　ratlolユallty）、資産特定性（asset　specifisity）（19＞

が、企業間契約に係わる取引費用（transaction　cost）を発生させる豚｝子として機能する限

り、投資の特性とその頻度に応じて、市場以外の形態がより最適な契約統治機構として成

立すると主張している。図3は、Williamson（／986）による商取引の分類と個々のディメ

ンジョンに対応する統治機構の組み合わせを示している。ウイリアムソンによれば、投資

の特性が特定的であり、かつ取引の頻度が反復的であるほど、企業は、市場から契約を排

除し、取引を排他的に管理するインセンティブを持つ〔20）。この考察に従えば、旧ソ連圏の

ように、大企業が特定の工業製品を独占的に生産する状況にあって、生産財を需要する側

は、供給者との契約関係を双務的・長期的に維持しようとする合理的根拠を持つことにな

る。H節で見たように、中央アジア諸国の生産財貿易市場が容易に多角化しない状況は、

生産財取引活動のかかる性質と密接に関連していると考えられる。

　さて、ある特定化された生産財を外部から反復的に調達する過程の中で、需要者は大別

して3種類の取引費用を負担する。その一つは、不完全情報下で供給者を模索し、調達契

約を実現するための先行費用である。このような費用をここではアグリーメント・コスト

（agreement　cost）と1呼ぶ。二つ目は、新しい契約に基づく生産体制が、既習の技術体系か

ら別の技術体系への移行を求める場合に生じる費用であり。これをスイッチング・コスト

（switching　cost）と呼ぶ。スイッチング・コストには、設備購入に代表されるハード面で

図3　契約関係のディメンジョンと統御機構の対応

投資の特性

非特定的 混合的　　　　　　　　　　i特異的
F

（No芝｝…Spec三f1c） G＞11xed）　　　　　　　　　　　　　　i（ldiosyncratic）

1

〇三三者統御1（彩量註f彗廷白勺契糸勺）

臨時的

iOccasional）
例：標準的設備の購入

　　　　　（Tri｝ateral　Goverτ｝ance）

瘁Fカスタマイズされた設i例：プラント建設
Tの購入　　　　　　　　i

○市場統御（古典的契約） i
頻度 幽’而而一闇四一一一一一一雨ππ一一一一一齢「一雨雨π冒一一一一一

iMarket　Governance） ○双務的統御（関係的契約）iO統合的統御

反復的

iRec幾rrent）
例：標準的資材の購入

（Bilateral　Govemance）　i（Uniξied　Goverllance）
瘁Eカスマタイズされ壌i例・舗的工程樋じ材の購入　　　　　　　　iた中間製品の位置

Fl特異的な移転
1

出所：Williamson（1986），　p．112，117、邦訳、141，147買の図を基に筆者作成
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表13　中間投入財調達契約に伴う取引費用

主な発生時点 主な発生要因

アグリーメント・コスト

iagreement　cost）

契約締結前の期間や契

�X新時

契約内容の特異性・複雑性、機会主義

﨣�ﾌ不完全性・非対称性

スイッチング・コスト

iSwitching　cost）

契約締結後から調達開

nまでの準備期間

既習技術と新技術とのギャップ

i一般的工業技術の勉、経営技術も含む）

モニタリング・コスト

imOl魚）r｛ng　COst）

契約期間中随時 機会主義

﨣�ﾌ不完全性・非対称性

の実物投資の他、労働者の再訓練や経営技術の欄新などにイ系る経費も含まれ、この種のコ

ストは、既習技術と新技術聞のギャップの増加関数となる。三つ目は、機会主義による危

険や取引相手の過誤を圓労する目的で、契約の履行状況を随時監視するための経費であり、

これをモニタリング・コスト（monitoring　cost）と呼ぶ（21）。表13には、これら3種類の

取引費用が発生するタイミングと予州が簡単にまとめられている。

　取引費胴の存在は、生産財需要者が、他の取引関係へ移行する際の経済的「摩擦」とな

る。とりわけ①体制移行経済における情報の不完全性、②企業内マーケティング部門の欠

如ないし未発達、③流通システムの未整備、④旧ソ連と西側世界の工業・経営技術体系の

ギャップ、⑤外国企業の対旧ソ連ビジネスに対する信頼性の低さなどの問題は、アグリー

メント・コストやスイッチング・コストを押し上げる構造的要因である。高い取引費用は、

中央アジア企業による経営戦略の変更を困難化し、生産財需要者を旧来の取引関係に拘束

する方向へと作罪する。企業間取引活動における摩擦力の「強さ」こそが、工業部門全体

としてロシアとの分業関係への依存性が発現する根本原因と考えられる。次節では、以上

の考察を拡張モデルによって分析する。

W．2　拡張モデル

　本節では、中間投入財の供給者がロシアの生産者以外にも複数存在する場合に対応する

ようII1．1節のモデルを拡張する。但し、簡単化のため、これら中間投入財生産者の問で相

互反応的な価格戦略は行われないものとする。

　いま初期段階において、C社はロシアの生産者と調達契約を結んでいるとし、その契約

を第。パッケージと呼ぶ。同様に、それ以外の第i中間投入財生産者が。社にオファーす

る契約を、第iパッケージ（i二1，2，…，n）と呼ぶ。各生産者が供給する中間投入財

は、C社が現在用いているそれと完全に同質ではなく、仮に趣旨が他の中間投入財を用い

て生産を行おうとする場合にはなんらかの技術変更が不可欠であり、その結果、各生産要

素の生産性が変化すると仮定する。従って、c社から見た第iパッケージの内容を表わす

ベクトルΨ1は、1＞．1節で示された生産財調達契約の締結・維持に伴う取引費矯の存在も

考慮して、

　　　　　　Ψi蓬（mi，λ1，が，κi，ε1，ζi，ξ1）；i＝0，1，…，　n　　　　　　　（4．1）

と定義される。但し、mlは第i生産者が提示する中間投入財価格、λ【、が、κiは技術変更

後の投入係数セット、♂は契約締結後の履行状況を監視するための期問当たりのモニタリ
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ング・コスト，ζiは契約締結に至るまでの先行経費（アグリーメント・コスト）、ξiは技術

変更に伴う初期投資額（スイッチング・コスト）である（22）。

　ここでC社は、現在の取引先を含めた複数の供給者の中からただ一社を選択して長期の

取引契約を結ぼうとする。その際C社は、各パッケージの内容に基づいて予測される利潤

流列（πe廊護e）を、主観的蒔聞選好率（σ〉で割り引いた現在価値の大きさを、その判断

基準にすると仮定する。更にC社の期待形成は限定的であり、予見期間は有限（u期閥）

であるとする。よって割引現在価値Vは、

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　V一∫・勉e咄　　　　　　（4．2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　o
と表わされる。（4．2）式は更に、Pt、　E｝t、　Wt、　ytをそれぞれt期の自社製品販売価格、

為替レート（23｝、賃金率、販売量の期待値として、（3．5）式を導入し、各種の取引費用を差

し引くことで次のように特定化される。

　　　　　　　V・（・）一Σ｛（匪騨≒鍔｝幽一ε1｝一鞭　　 （…）

　　　　　　　　　　　t＝0
　但し、vi（u）は予見期間をuとした場合の第iパッケージに基づく期待利潤流列の現在

割引価値である。以上からC社は、Vl（u）が最大となる取引パッケージをオファーする生

産者を今後の取引相手として選択する。

　（4．3）式から明らかなように、考慮に値する取引パッケージが生み出す期待利潤並列の

現在割引価値は時間tの増加関数である。従って、関数vi（u）は通常V－t平爵において

右上がりの曲線として描かれる。

　図4は、現在の取引相手（ロシア）に加え、潜在的な中間投入財供給者が他に2社存在

するケースが示されている。同誌（a）では、予見期間u。の下で、C社は期待利潤流列の現在

価値が最大となる現調達契約（第0パッケージ）を継続する。何故なら、第1パッケージ

は、契約乗り換えのための機会費用を負担しても生産効率の向上が全く望めず、一方の第

2パッケージは、技術変更により生産効率の改善が望まれるものの初期投資額が大きすぎ

てu。期間内では契約乗り換えに値する利潤を得ることが出来ないと判断されるからであ

る。

　他方、同図（b）のように、C社の予見菊園がUlである場合、同社は旧来の契約関係を破棄

し、第2パッケージに基いた長期調達契約を結ぶインセンティブを持つ。何故なら、第2

パッケージを選択した場合、当初は低い収益性に甘んじても、将来のある時点からは利潤

流列の現在割引価値が、現契約を継続し続ける場合を上回ることが見込まれるからである。

　図4（a＞で示されたケースのように、C社の取引関係が固定化する現象は、経営環境の不

確実性が大きいほど、また旧来の契約関係から新しい契約関係にジャンプする為の取引費

用が大きいほど発生する余地が大きい。つまり、経済の開放と自由化の促進によって潜在

的には有利な投資案件にアクセス可能であるとしても、将来に対する不十分な予見性、資

金調達の囲難論｛24》、西側との技術ギャップなど、取引費用の大きさを決定するファクター

の影響領域が広ければ広い程、中央アジア諸国のより多くの企業が、含理的選択の結果と

して旧来の契約関係に依存し続けるのである。
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　　　　　　　　体制移行期におけるロシア・中央アジア諸翻間分業関係の経路依存性：試論

　　　　　　　　　図4　期待利潤流列の現在割引価値曲線

（a）従来の調達契約（第0パッケージ）が継続するケース

V
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（b）調達契約の「乗り換え」が発生するケース
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結　語

　IV節での考察は、不確実牲の強さと取引費用の高さで特徴づけられる体制移行経済の下

で、ロシアと中央アジア諸国の生産財取引関係における経路依存性は、企業の限定合理的

行動の結果として発現することを示した。しかし、著者はこの分析結果によって、市場の

不完全性に伴う中央アジア企業の非最適な選択行動を問題視したいのではなく、寧ろ歴史

的初期条件に制約された中央アジアの特定の国々や産業が、ロシアの激しい景気後退を年

間にわたって回避し得なかったという事実に注意を向けている。

　困難な状況にある中央アジアの諸企業が、先に述べた経済的摩擦を乗り越え、長期的に

見て経営的に有利で合理的な取引関係に「ジャンプ」するためには、西側からの技術と資

本の導入を促す方途が必要であり、その推進には、なによりも自国企業の投資環境の整備

に向けた諸政府の首尾一貫した政策努力が肝要である。これは中央アジア5ヵ国に共通す

る戦略的課題であろう。但し、中央アジア諸企業の経営環境は、ソ連期に形成された分業

関係の構造や依存度によって、国甥・産業別にかなりの差異が生じており、政策当局はそ

れに対応した独自の戦術を選択する必要がある。

　以上は、ソ連期に形成されたロシアとの分業体制の経路依存性との係わりで、中央アジ

ア諸国における工：業生産の変動メカニズムを分析した結果得られた含意である。但し、本

稿では分業関係の経路依存性という問題が中央アジア諸園の工業生産動向をどの部分まで

説明しうるのか、また経路依存性発生メカニズムの理論的考察が、事実に照らしてどの程

度立証されるのかについて触れるところがなく、かかるインプリケーションの重要度を明

確に示すまでには至っていない。これら残された諸点は、筆者自身の課題であり、今後の

研究過程で明らかにしていくこととしたい。

注一

牢本稿は、文部省科学研究費補助金重点領域研究『スラブ・ユーラシアの変動』の計画研究

「地域間経済協力の問題点と可能性」（課題番号：07206111）による研究成果の一部であり、

1996年度スラブ研究センター冬季研究報告会で用いたペーパーを一部修正したものであ

る。

1　表1では欠落しているトルクメニスタンの1995年のGDP成長率について、　EBRD

　　（1995）は、一5％という予測値を公表している。

2

3

4

5

6

C王SSTAT（1996b），　CTP．5

CISSTAT（1996a），　cTp．　i　1，25，　CISSTAT（1996b），　cTp．90－93を基にした筆者による

算定。

西村（1995）、26！－262頁

Tarr（1994）は、貿易問題から旧ソ連圏の経済問題を実証的にアプローチしたその数

少ない業績の一つとして挙げられる。

「歴史依存性」（history－dependency）とも呼ばれるこの概念は、経済システムが歴史的
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　　初期条件に強く依存して進化の経路を辿る結果、異なる均衡点に収束していく状態を

　　示す。なお経路依存性の問題は、Arthur（1988），　pp．！7－25，　North（1990），　pp．！2H32、

　　青木・奥野編（／995）、72－78頁、原（1996）、185－194頁などに詳しい。

7　　岩ll碕二　（1996）、　39－45頁

8　Dyker（1970），　pp．502－506

9　野村（1993）、26頁

10！991年以降の激しい貿易額の縮小は、域内貿易額の米ドル換算に係わる統計上の問題

　　に起困ずる部分もあるが、いずれにせよ連邦解体以降、域内貿易規模が激減した事実

　　自体はK｝4p”qeHKo（1995）等、多数の論文によって認められているところである。

11バルト3国を含めた旧ソ連諸国以外の国々を指す。

12例えば、1994年における対ロシア貿易額のGDP比率（＝（輸入額＋輪出額）／2×

　　GDP）は、カザフスタンが！5，6％、キルギスタンが7．9％、ウズベキスタンが13．3％

　　となっている。（CISSTAT（1995b）に基づく筆者の計算）

13但し、資本ストック投入量の制約があるため、可変的生産要素をいくら増加させても

　　y鴬K／π以上の生産を達成することは不可能であるが、本稿では資本ストックが全体

　　の生産量を制約するほど、C社の生産施設はフル稼動していないものと想定して議論

　　を進める。

M　ところで、図2では、ウズベキスタンとタジキスタンの生産トレンドがかなり似通っ

　　ているが、これは綿花栽培期には閑散期に入り、収穫後（毎年9－10月）に活発な生

　　産活動を開始する綿繰り業及び綿加工業の存在に負うところが大きいと考えられる。

　　またウズベキスタンの機械製造業の活動が好調なのは、同部門が綿花栽培・収穫下平

　　業機械の部品製造や修理などに傾斜したメカトロニクス産業で構成されているからで

　　ある。

／5　表12の回帰式にも示されているように、推定に際しては、為替レートの変化が工業生

　　産活動に影響を及ぼすタイム・ラグを2ヵ月と設定した。

16名目為替レートE、ロシア及び中央アジア諸国の一般物価水準をそれぞれPR、　PCAす

　　れば、実質為替レートはQ＝EPR／PCAと表わされる。そこで、自国通貨導入前の期間

　　データについては、Eに一定の値（Eコ100）を与えて測定に用いるQを求め、一方自

　　国通貨導入後の期間データについては、期首の名目為替レートを100とした指数デー

　　タを用いた。

17　というのも、例えば久保庭（1995）がロシアについて指摘しているように、旧ソ連諸

　　国の生産統計は下方バイアス姓の恐れがあるなど、時系列データを用いたこのような

　　接近には多くの検討点が残されている。

18機会主義とは、虚偽や欺購、混乱化などの働きかけを含む狡猪な策略（guile）を伴う

　　自己利益の追求を意味し、ルールや義務に則った、経済主体の純粋な利己的活動とは

　　区男qされる。（Williamson（1996），　p．378など）

19資産特定性とは、西門価値を失うことなく他者に移転されえない特殊化された投資を

　　指し。人的、物的、場所等の様々な形態を以って現れる荊陽的な特性を指す。（Wil－

　　liamson（1996），　p．377など）
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